
令和６年度みやま市一般会計補正予算第２号（案）の概要 

 

１ ポイント 

○補正予算額は 4億 9,933万円（補正後予算現額 215億 4,583 万円） 

・一般財団法人自治総合センターがコミュニティ活動に助成を行うことにより、地域社会

の健全な発展を図るとともに宝くじの社会貢献広報事業を行う。 

・本庁や支所における窓口での各種手数料等の支払いに、多様な支払いが可能となるセミ

セルフレジを導入する。 

・支所における様々な相談や問い合わせにオンラインで本庁等の担当職員が対応するた

めの遠隔相談窓口システムを導入する。 

・国の総合経済対策（低所得世帯支援給付金、定額減税補足給付金）及び、本市の物価高

騰支援策を補正する。 

 

２ 一般会計歳入歳出補正予算の主なもの 

 

(1) コミュニティ助成事業補助金 

 190万円 

・一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業。 

南新開区南組の備品整備：150万円、幼少年防火委員会の備品整備：40万円 

 

(2) 窓口デジタル化推進事業費 

2,351万円 

・窓口の混雑緩和や多様な支払い（QRコード、ICカード、クレジットカード等）が可能と

なるセミセルフレジを本庁市民課、税務課及び両支所に導入する（4台）。 

また、両支所と本庁等（9 部署）をオンラインで結び、よりきめ細かな相談窓口対応が

可能となるよう、遠隔相談窓口システム（パソコン端末を使ったテレビ通話等）を導入

する（10台）。 

国のデジタル田園都市国家構想交付金を活用（補助率 1/2）。 

 

(3) 博多和牛ブランド強化対策事業費補助金 

318万円 

・畜産の規模拡大に取り組む生産者に対し、機械整備に係る費用を補助する（県 10/10）。 



 

(4) 重点支援地方創生臨時交付金関連予算 … 別紙参照 

① みやま市独自支援策  

800万円 

・市内に本社もしくは営業所を有するトラック運送事業（貨物自動車運送事業）に対

し、事業継続を応援するため、支援金を支給する。 

 

② 低所得世帯支援給付金給付事業 

  1億 3,663万円 

・令和 6 年度に新たに住民税非課税等となった世帯に対して給付を行う（給付見込

1,200世帯）。加えて 18歳以下の子どもがいる世帯には追加給付を行う（給付見込

200人）。 

 

③ 定額減税補足給付金給付事業 

  3億 1,742万円 

・所得税及び個人住民税の定額減税において、定額減税しきれないと見込まれる方に

対し、差額分を給付する（給付見込 7,000人）。 

 

 

３ 補正予算の財源 

○国庫支出金              4億 7,424万円 

○県支出金                    408万円 

○繰入金                    300万円 

○繰越金                   1,611万円 

○諸収入                    190万円 

注）端数処理の都合により、合計が一致しない場合があります。 

 


